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日本共産党議員団の法律相談 

次回は１０月１０日です。 
午後１時  （要予約）                        

日本共産党平塚市議会議員団 
電話 0463－23－1111（内線 2375） 

平塚市浅間町９－１ 平塚市議会控室 
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 国の「経済危機対策 
臨時交付金」の使い道は？ 

政府の追加経済対策の主な地方自

治体向け交付金のうち「地域活性化・

経済危機対策臨時交付金」総額１兆円

は、「地球温暖化対策、少子高齢化の

対応、安心・安全の実現、その他将来

に向けた地域の実情に応じるきめ細

やかな事業を積極的に実施」するとい

う目的で各自治体に配分され「地域の

中小企業の受注機会に配慮する」こと

が要請されています。 

平塚市に交付された４億１５００

万円の内訳は以下の通りです。 

《６月議会議決分》 

パークゴルフ場整備費として１億４

９８５万円。定額給付金を受けられな

いＤＶ被害者への支給１７９万円。 

計 １億５１６４万円 

《９月議会に提出された補正予算》 

＊地盤図デジタル化 ３５００万円 

＊防犯街路灯照度アップ９５０万円 

＊保育所テラス修繕 １１４５万円 

＊太陽光発電設置補助 ４９０万円 

＊市営住宅地デジ対応・手すり設置 

           ９５０万円 

＊小学校地デジ対応 ４６３４万円 

＊総合公園スコアボードなど改修 

         １億３３７万円 

＊中学校教員パソコン２２７０万円 

＊小学校ＬＡＮ工事  ５４０万円 

＊幼稚園ＴＶ設置    ２５万円 

＊小学校耐震補強設計 ６６０万円 

＊消防小型ポンプ   ８３５万円 

計 ２億６３３６万円 

 

「公共投資臨時交付金」は？ 

《９月議会に提出された補正予算》 

＊小学校ＬＡＮ工事 ３１２７万円 

 

「地域活性化・経済危機対策臨時交付金」は？ 

が 
平塚市民センターで 

第５４回神奈川県 母親大会 開催 

 

９月５日（土）、第５４回神奈川県母親大会が平塚市で開催されました。母親大会は

「生命（いのち）を生み出す母親は 生命を育て 生命を守ることをのぞみます」をス

ローガンに、毎年全国で、各都道府県で、各自治体で取り組まれています。 
今回平塚市では、第２９回平塚母親大会と共催で行われ、市民センターには１４００

人が参加しました。分科会で学び、全体会では文化・芸能を楽しみ、二宮厚美氏（神戸

大学教授）の「人間らしい豊かなくらしを！」の講演を聞きました。 
県内の自治体で起こっている問題や取り組みの活動報告も行われ、活気溢れる大会と

なりました。平塚市議団からは、松本敏子議員が参加しました。 

 

写真は親子リズムの皆さ

ん（左）、歓迎のあいさつ

をされる大藏市長（上） 

 

今年度から妊婦検診の自己負担軽減回数が５回から

１４回に拡充されました。 
しかし、自治体によっても病院によっても違い、検査

項目もはっきりしないなど多くの問題があります。出産

を迎える皆さんからのご意見をお待ちしています。（メ

ールや電話でお気軽にお寄せください） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                

平塚市では、Ｈ２７年度までに住宅の耐震化率を現在の８０％から９０％にすることを目的

としています。そのためには、耐震性のない住宅１万３８５０戸のうち３５９０戸に様々な耐

震化を図っていかなくてはなりません。市には耐震診断の補助や補強工事の補助制度がありま

すが、平成１６年度から平成１９年度までの４年間で改修実績は５７件。 

そこで、上記のように補助制度の拡充を図り、市民にもＰＲをしていくとしています。市

民の安全確保と、市内中小建設業者の仕事の確保からも、市は十分な周知と支援が必要です。

目標が絵に描いた餅にならないよう、他の自治体の状況も見ながら、さらなる検討も惜しま

ずに推進してほしいものです。 

Ｈ２１年度各自治体における耐震補強工事補助状況 

  耐震診断の補助 自己負担額 耐震補強工事の補助 現場監理費 特例 簡易補強工事 現場監理費 備考 

平塚市 ７万５千円 ５千円 ＊設計費の２分の１ ３万円 市民税が２年間非課税の世帯 現場監理費 工事費の４分の３ ４万５千円   

  （簡易診断でなく   上限５万円   ＊設計費の４分の３ ４万５千円 かつ上限５０万円     

  一般診断）  ＊工事費の２分の１   上限７万５千円        

      上限６０万円   ＊工事費の４分の３        

          かつ上限９０万円         

茅ヶ崎市 ５万円 ３万４千円 工事費の２分の１   高齢者・障害者世帯には         

  （全額で８万４千円） かつ上限５０万円   ２０万円上乗せ        

      耐震診断から補強工事まで行った            

      場合３万４千円は還元             

伊勢原市 費用の２分の１  工事費の２分の１         Ｈ２１年度で 

  上限３万円  かつ上限５０万円         事業終了 

  （予定数２０件）   （予定数５件）             

小田原市 費用の２分の１  工事費の２分の１            

  上限４万円   かつ上限５０万円             

秦野市 費用の２分の１   設計費用の２分の１ 上限５万円 費用の２分の１           

  上限５万円   かつ工事費用の２分の１ 上限５０万円 上限３万円           

大和市 費用の全額  工事費の５分の１ 費用の２分の１         

  上限６万３千円   合わせて上限５０万円           

藤沢市 ３万円のうち  設計・監理・工事費に必要な       Ｈ２１年度 

  ２万５千円 ５千円 費用の２分の１ かつ  上限６０万円         ４０件の予定 

鎌倉市 ３万５千円 ５千円 工事等に要する金額の２分の１             

  （総額４万円）   かつ上限５０万円           

横須賀市 ６万５千円   ＊図面作成費用              

  （１０万円のうち）   １０万円のうち５万円補助 ２万５千円          

     ＊工事費の１０分の６  ６５歳以上の人は工事費の１０分の７        

      上限は１２５万円   上限は１５０万円         

  費用は３万円   ＊設計費の３分の２ 上限１５万円           Ｈ２１年度 

厚木市 全額市が補助 無料 ＊工事費の３分の２ 上限１００万円         １００件の予定 

  費用の３分の２   ＊設計費の３分の２ 上限８万円 費用の３分の２           

綾瀬市 上限４万円   ＊工事費の３分の２ 上限１００万円 上限６万円          

     ＊設計費 上限２０万円  市民税が２年間非課税の世帯         

横浜市 全額市が補助 無料 ＊工事費 上限１３０万円  ＊設計費上限３０万円         

          ＊工事費上限１９５万円         

川崎市 全額市が補助 無料 精密診断・耐震補強計画作成費及び工事監理費については、費用の 2分の 1以内の額かつ 25万円を限度       

      耐震補強工事費については、費用の 2分の 1以内の額かつ 50万円を限度         

      ＊計画書作成費用の２分の１ 費用の２分の１           

海老名市 診断費の 1/2   上限５万円 上限３万円         

  かつ上限 5万円  ＊工事費の２分の１           

       上限５０万円             

 


